




 

近年,先天性有機酸代謝異常に関する疾患が多く究明されてきており,その早期発見のため

の地域スクリーニングシステムの確立は非常に重要な課題になってきている。現在,このよ

うな目的のために適した方法の開発に取り組んでいるが,今年度は,芳香族有機酸代謝異常

症の HPLC によるスクリーニング法ならびに新しいアミノ酸分析法について検討を加えた。 

 有機酸代謝異常症では特定の有機酸が尿中に多量排泄されるという特徴があり,この有

機酸を分離同定することが必要となる。芳香族有機酸の HPLC による分離に関しては多くの

報告があり,その検出には繁用検出器である UV 検出器,電気化学検出器などが利用されて

いる。しかし,ピーク成分の同定となると,保持時間を除いては定性的情報はほとんど得ら

れなかった。したがって,有機酸代謝異常症のスクリーニングに HPLC を利用するためには,

異常ピーク成分の,より充実した定性的情報が得られるような検出系を考案する必要があ

る。われわれが考案した検出系は"multi-detection system"というもので,複数の検出器を

用い,各検出器からのシグナル強度比を定性的情報として利用するという検出システムで

ある。今回は,異なった 3波長の UV 吸収を利用した系を採用し,検討を進めているが芳香族

有機酸の同定には簡単で非常に有効であることを確認している。今年度分析した尿試料か

ら 2例の Tyrosinosis を見い出している。 


